
送　辞

　冬の寒さも和らぎ始め、暖かな日差しに春の訪れを感じる季節となりました。

　卒業生の皆様が晴れて、この由緒ある武庫川女子大学短期大学部の全課程を終えられ、令和という新年号の記念す

べき最初のご卒業を迎えられましたことを在学生一同、心からお祝い申し上げます。

　先輩方が本学の門をくぐられてから早２年、皆様にとってこの２年間は、どのようなものとなりましたでしょうか。

きっとかけがえのない多くの出会いがあり、時には様々な試練と遭遇する場面もあったことと思います。それらの経

験は、皆様の人生の中で力となり支えとなり、前に踏み出す勇気となることでしょう。そんな先輩方の姿は、私たち

在学生には、とても輝かしく映りました。入学当初、新たに始まる学生生活への期待と不安を胸に抱えた私たちを、

先輩方は温かく迎えて下さり、学生生活に関する様々なことを分かりやすく丁寧に教えて下さったことは今でも私た

ちの心に残っています。体育祭と文化祭を合同開催した武庫女祭では、台風の影響を受けながらも、仲間との絆を感

じる応援合戦やコスチュームの演技、細部まで工夫された展示や模擬店を作り上げていたことに感動を覚えました。

部活動で共に泣き笑いしたことは私たちにとっても素敵な思い出です。そして、各クラスや学校を陰から支えてくだ

さったクラス幹事や幹事長、総務委員や厚生委員などを務められた皆様に在学生一同お礼申し上げます。

　私たちは、この１年間で先輩方から、今できることを精一杯取り組むことの大切さなど数多くのことを学ばせてい

ただきました。何事にも全力で取り組む先輩方のご活躍は、私たちの心に色鮮やかに刻まれています。先輩方にとっ

ても私たち在学生と過ごした時間が思い出の一部になれれば幸いです。そして、先輩方から学んだことは、自身の糧

とするとともに次の新入生へと伝えていきます。

　今、皆様は希望を胸に抱いて、新しい世界へ羽ばたこうとしています。就職される方々、編入し勉学に専念される方々

と、進まれる道は様々でしょう。

　また、その先には、大きな壁に立ち向かわなければならない時もあると思います。その時は、本学で得た知識と出

会えた仲間を心の支えに、前に突き進んでください。もし、心が折れそうになったときは、無理をせず気分転換など

をして立ち向かう活力を蓄えてください。卒業後も時には母校にお越しください。新たな後輩と共に私たちの成長し

た姿をお見せできればと思います。お会いできました際には、先輩方の素敵な笑顔をもう一度拝見できることを在学

生一同、楽しみにしております。

　最後になりましたが、卒業される皆様の益々のご健勝とご活躍をお祈り申し上げ、送辞とさせていただきます。

　　令和２年３月２０日
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